
このたびは、コルグ・コンボ・チューナー・メトロノームTM-70Fをお買い
上げいただきまして、まことにありがとうございます。本製品を末永くご
愛用いただくためにも、このクイック・スタート・ガイドと取扱説明書を
よくお読みになって正しい方法でご使用ください。
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アフターサービス
修理または商品のお取り扱いについてのご質問、ご
相談は、お客様相談窓口へお問い合わせください。

お客様相談窓口
https://korg.com/support_j/

サービス・センター： 
〒168-0073　東京都杉並区下高井戸1-15-10

　本社：
　　〒206-0812　東京都稲城市矢野口4015-2
■	お願い
1. 保証書に販売年月日等の記入がない場合は無効と

なります。記入できないときは、お買い上げ年月日
を証明できる領収書と一緒に保管してください。

2. 保証書は再発行致しませんので、紛失しないように
大切に保管してください。

コルグ TM-70F 保証書
本保証書は、保証規定により無償修理をお約束
するものです。

お買い上げ日 　　年　　　月　　　日

販売店名

・ラジオ、テレビ、電子機器などから十分に離して
使用する。
ラジオやテレビ等に接近して使用すると、本製品が
雑音を受けて誤動作する場合があります。また、ラ
ジオ、テレビ等に雑音が入ることがあります。
本製品をテレビ等の横に設置すると、本製品の磁場に
よってテレビ等の故障の原因になることがあります。

・外装のお手入れは、乾いた柔らかい布を使って
軽く拭く。

 ・長時間使用しないときは、電池の液漏れを防ぐた
めに電池を抜く。

・電池や本体は幼児の手の届かないところへ保
管する。

 ・電池を過度の熱源（日光、火など）にさらさない。
 ・ボタンやツマミなどに必要以上の力を加えない。

故障の原因になります。
・外装のお手入れに、ベンジンやシンナー系の液

体、コンパウンド質、強燃性のポリッシャーを使
用しない。

・不安定な場所に置かない。

	保証規定（必ずお読みください）
本保証書は、保証期間中に本製品を保証するもので、
付属品類（ヘッドホンなど）は保証の対象になりませ
ん。保証期間内に本製品が故障した場合は、保証規定
によって無償修理いたします。
1. 本保証書の有効期間はお買い上げ日より5年間です。
2. 次の修理等は保証期間内であっても有償となります。

• 消耗部品（電池、スピーカー、真空管、フェーダー
など）の交換。

• お取扱い方法が不適当のために生じた故障。
• 天災（火災、浸水等）によって生じた故障。
• 故障の原因が本製品以外の他の機器にある場合。

安全上のご注意
火災・感電・人身傷害の危険を防止するには

以下の指示を守ってください

	警告 この注意事項を無視した取り扱いをすると、死亡や
重傷を負う可能性があります。

・次のような場合には、直ちに電源を切る。
○ 異物が内部に入ったとき
○ 製品に異常や故障が生じたとき
修理が必要なときは、お客様相談窓口へ依頼し
てください。

・本製品を分解したり改造したりしない。 
・修理、部品の交換などで、取扱説明書に書かれ

ていること以外は絶対にしない。
・大音量や不快な程度の音量で長時間使用しない。

大音量で長時間使用すると、難聴になる可能性
があります。万一、聴力低下や耳鳴りを感じた
ら、専門の医師に相談してください。

・本製品に異物（燃えやすいもの、硬貨、針金な
ど）を入れない。

・温度が極端に高い場所（直射日光の当たる場
所、暖房機器の近く、発熱する機器の上など）で
の使用や保管をしない。

・振動の多い場所で使用や保管をしない。
・ホコリの多い場所で使用や保管をしない。
・風呂場、シャワー室で使用や保管をしない。
・雨天時の野外のように、湿気の多い場所や水滴

のかかる場所で、使用や保管をしない。
・本製品の上に、花瓶のような液体が入ったもの

を置かない。
・本製品に液体をこぼさない。
・濡れた手で本製品を使用しない。

	注意 この注意事項を無視した取り扱いをすると、傷害を負
う、または物理的損害が発生する可能性があります。

・正常な通気が妨げられない所に設置して使用
する。

• 不当な改造、調整、部品交換などにより生じた故
障または損傷。

• 保証書にお買い上げ日、販売店名が未記入の場
合、または字句が書き替えられている場合。

• 本保証書の提示がない場合。
尚、当社が修理した部分が再度故障した場合は、保
証期間外であっても、修理した日より3か月以内に
限り無償修理いたします。

3. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

4. お客様が保証期間中に移転された場合でも、保証は
引き続きお使いいただけます。詳しくは、お客様相談
窓口までお問い合わせください。

5. 修理、運送費用が製品の価格より高くなることがあ
りますので、あらかじめお客様相談窓口へご相談く
ださい。発送にかかる費用は、お客様の負担とさせ
ていただきます。

6. 修理中の代替品、商品の貸し出し等は、いかなる場
合においても一切行っておりません。

本製品の故障、または使用上生じたお客様の直接、間
接の損害につきましては、弊社は一切の責任を負い
かねますのでご了承ください。
本保証書は、保証規定により無償修理をお約束する
ためのもので、これによりお客様の法律上の権利を制
限するものではありません。

チューナーの
オン/オフ

メトロノームの
オン/オフ

コルグCM-400
コンタクト・マイクロフォン（別売）

ヘッドホン、イヤホン

楽器

ミニフォーン（ステレオ）

ミニフォーン（モノラル）

内蔵マイク*
*内蔵マイクによるチューニングをする
  ときは、　端子に接続しない

ボリューム
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取扱説明書

https://korg.com/manual/TM-70F



チューナーを使う
ボタンを押して、チューナーをオンにします。

メーターを見ながらチューニングする
1. 必要に応じて基準ピッチを変更する
2. 楽器を単音で鳴らして音を入力する

 内蔵マイク使用時は、内蔵マイク
に楽器をできるだけ近づける

3. 楽器のピッチを調節する
a.  合わせたい音名を表示する
b.  メーターが中央の  を指し、チュー

ニング・ガイドの中央のLEDを点灯さ
せる

音を聴きながらチューニングする（サウンド・アウト）
1. チューナーのオン時に ボタン

を押す
2. 合わせたい音名を選ぶ
3. 音を聞きながら楽器のピッチを調節

する
4. 音を止めるときは ボタンを押す

精度の高い（ピッチ表示範囲：	±25セント）チューニングをする（フォーカス）
1. チューナーのオン時に ボタン

を押す
2. 「メーターを見ながらチューニングす

る」と同様に楽器のピッチを調節する
3. ピッチ表示の範囲を元に戻すときは

ボタンを押す

チューニング方法は、この他に入力した楽器の音を感知して最も近い基準音を
出力するサウンド・バック、過去2秒間に検出したピッチ範囲を表示するトレース
があります。
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メトロノームを使う
ボタンを押し、メトロノームをオンにします。

テンポ、拍子を設定する
初期設定はペンデュラム（機械式メトロノームの振り子）・ステッ
プです。ディスプレイに  が表示されます。

ボタンの ＋ と － を2つ同時に約1秒間押し続けると、ペンデュラ
ム・ステップとフル・ステップ（ディスプレイに  が表示）が切り替わります。

1. テンポを設定する
ボタンの ＋ と － を押す、または
ボタンを一定の間隔で数回押す

2. メトロノームをスタートさせる
3. 拍子を変更する
4. メトロノームを止めるときは

ボタンを押す

チューナーとメトロノームを同時に使う
ボタンと ボタンをそれぞれ押すと、チューナーとメトロノームを

同時に使えます。

仕様（概略）
電源： 単4形乾電池（マンガンまたはアルカリ乾電池）2本（3V）

電池は付属していません。別途お買い求めください。
電池寿命： チューナーのみを使用した場合
 約250/150/85時間（バックライト： オフ/ソフト/

オート、A4連続入力、アルカリ乾電池使用時）
 メトロノームのみを使用した場合
 約200/130/75時間（バックライト： オフ/ソフ

ト/オート、テンポ120、4拍子、音量最大、アル
カリ乾電池使用時）

外形寸法（W×D×H）： 107 x 72 x 18 mm
質量： 79 g（電池含まず）
付属品： クイック・スタート・ガイド
＊ 仕様および外観は、改良のため予告無く変更する場合があります。
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